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福祉サービス第三者評価結果

社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

スイセンエン

水仙園

特別養護老人ホーム

50人　

◇特に評価の高い点
○福祉サービスの基本方針と組織について
　家族や利用者に対して、従来の紙媒体（パンフレット、ホームページ等）だけでなく、映像を多く取り
入れた携帯情報端末を活用するなど、理念や基本方針をはじめ施設の全体像を分かりやすく伝える取組が
なされている。
○組織の運営管理について
　外部監査を実施しており、指導や指摘を受けた事項について経営改善に取り組んでいる。
○適切な福祉サービスの実施について
　介護プロフェッショナルキャリア段位制度を取り入れ、スキルアップを図っている。
○特別養護老人ホーム固有のサービス内容について
　おむつゼロに取組み、日中は離床に心掛け、トイレへ誘導し排泄支援している。食事、水分摂取量の
チェック、便通をよくするお茶の飲用、1日2回の歩行運動の実施により自然排泄を促している。また、誤
嚥等の食事中の事故に対応できるよう食堂には吸引器を設置し、月1回看護職員が介護職員に吸痰の演習を
徹底して行っている。

◇改善を求められる点
　○福祉サービスの基本方針と組織について
　事業計画には中・長期計画の内容を反映した各年度における具体的な事業内容を記載することが望まれ
る。また、年度途中においても、定められた手順に基づき事業計画の実施状況の把握、評価を行うととも
に、すべての職員が事業計画の策定に関わる取組（工夫）が望まれる。
○組織の運営管理について
　職員の悩み相談窓口を組織として設置し、必要に応じ外部専門家の協力を得るなど体制を整備すること
が望まれる。また、研修効果を高めるため、定期的に研修内容やカリキュラムの見直しを行うことが望ま
れる。
○適切な福祉サービスの実施について
　利用者一人ひとり、家族の具体的なニーズ、意向が明確となるよう、アセスメント様式にそれぞれ分け
て明記するなどの工夫が望まれる。

第三者評価事業が始まった平成18年に初めて受審し、今回は4度目の受審でした。これまでサービス向上
のために取り組んできた様々な対応に対して、好評価をいただいた反面、改善を必要とする課題も改めて
把握することができました。水仙園では、第三者評価を各種サービスのレベルアップに向けた機会と捉え
ています。改善すべき課題に職員一丸となって取り組むことが、利用者の方々の生活向上につながってい
くと考えています。今後も利用者・ご家族の皆様から信頼される施設をめざして努力を重ねていきたいと
思います。

0778-27-2780

法人等名および代
表者名・URL・e-
mail

社会福祉法人　慈生会

理事長　笠原　文和

URL：http://www.suisenen.jp
e-mail：suisenen@skyblue.ocn.ne.jp

平成28年10月11日（火）



〔別紙〕

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

Ⅰ-１-(1)　理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ-１-(1)-①　法人や事業所の理念が明文化されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）法人・事業所の理念を明文化しており、法人の使命・役割を反映している。

ｂ）法人・事業所の理念を明文化しているが、法人の使命・役割の反映が十分で
はない。

ｃ）法人・事業所の理念を明文化していない。

Ⅰ-１-(1)-②　法人や事業所の運営理念に基づく基本方針が明文化されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）法人・事業所の理念に基づく基本方針を明文化しており、その内容が適切で
ある。

ｂ）法人・事業所の理念に基づく基本方針を明文化しているが、その内容が十分
ではない。

ｃ）法人・事業所の理念に基づく基本方針を明文化していない。

Ⅰ-１-(２)　理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ-１-(2)-①　理念や基本方針が職員に周知されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）理念や基本方針を職員に配布するとともに、十分な理解を促すための取組を
行っている。

ｂ）理念や基本方針を職員に配布しているが、理解を促すための取組が十分では
ない。

ｃ）理念や基本方針を職員に配布していない。

Ⅰ-１-(2)-②　理念や基本方針が利用者等に周知されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）理念や基本方針を利用者等に配布するとともに、十分な理解を促すための取
組を行っている。

ｂ）理念や基本方針を利用者等に配布しているが、理解を促すための取組が十分
ではない。

ｃ）理念や基本方針を利用者等に配布していない。

Ⅰ-２　事業計画の策定

Ⅰ-２-(１)　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ-２-(1)-①　中・長期計画が策定されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）経営や実施する福祉サービスに関する、中・長期計画及び中・長期の収支計
画を策定している。
ｂ）経営や実施する福祉サービスに関する、中・長期計画もしくは中・長期の収
支計画のどちらかを策定していない。
ｃ）経営や実施する福祉サービスに関する、中・長期計画も中・長期の収支計画
のどちらも策定していない。

評価細目の第三者評価結果

a

a

a

a

b



【評価区分】 評価結果

ａ）各年度の事業計画は、中・長期計画の内容及び中・長期の収支計画の内容を
反映して策定されている。
ｂ）各年度の事業計画は、中・長期計画の内容もしくは中・長期の収支計画の内
容のどちらかのみを反映させている。
ｃ）各年度の事業計画は、中・長期計画の内容も中・長期の収支計画の内容も反
映していない。

Ⅰ-２-(２)　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ-２-(２)-①　事業計画の策定が組織的に行われている。

【評価区分】 評価結果

ａ）各計画が、職員等の参画のもとで策定されるとともに、実施状況の把握や評
価・見直しが組織的に行われている。

ｂ）各計画が、職員等の参画のもとで策定されているが、実施状況の把握や評
価・見直しが組織的に行われていない。

ｃ）各計画が、職員等の参画のもとで策定されていない。

Ⅰ-２-(２)-②　事業計画が職員に周知されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）各計画を職員に配付するとともに、十分な理解を促すための取組を行ってい
る。

ｂ）各計画を職員に配付しているが、理解を促すための取組が十分ではない。

ｃ）各計画を職員に配付していない。

Ⅰ-２-(２)-③　事業計画が利用者等に周知されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）各計画を利用者等に配付するとともに、十分な理解を促すための取組を行っ
ている。

ｂ）各計画を利用者等に配付しているが、理解を促すための取組が十分ではな
い。

ｃ）各計画を利用者等に配付していない。

Ⅰ-３　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅰ-３-(1)　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ-３-(1)-①　管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。

【評価区分】 評価結果

ａ）管理者は、自らの役割と責任を職員に対して明らかにし、理解されるよう積
極的に取り組んでいる。

ｂ）管理者は、自らの役割と責任を職員に対して明らかにし、理解されるよう取
り組んでいるが、十分ではない。

ｃ）管理者は、自らの役割と責任を職員に対して明らかにしていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）管理者自ら、遵守すべき法令等を正しく理解するために積極的な取組を行っ
ている。

ｂ）管理者自ら、遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている
が、十分ではない。

ｃ）管理者自ら、遵守すべき法令等を正しく理解するための取組は行っていな
い。

b

b

a

b

b

b

Ⅰ-３-(１)-②　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

Ⅰ-２-(１)-②　中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。



Ⅰ-３-(２)　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ-３-(２)-①　質の向上に意欲を持ちその取組に指導力を発揮している。

【評価区分】 評価結果

ａ）管理者は、実施する福祉サービスの質の向上に意欲を持ち、組織としての取
組に十分な指導力を発揮している。

ｂ）管理者は、実施する福祉サービスの質の向上に意欲を持ち､組織としての取
組に指導力を発揮しているが、十分ではない。

ｃ）管理者は、実施する福祉サービスの質の向上に関する組織の取組について指
導力を発揮していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）管理者は、経営や業務の効率化と改善に向けた取組に十分な指導力を発揮し
ている。

ｂ）管理者は、経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力を発揮している
が、十分ではない。

ｃ）管理者は、経営や業務の効率化と改善に向けた取組について指導力を発揮し
ていない。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-１　経営状況の把握

Ⅱ-１-(1)　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅱ-１-(1)-①　事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）事業経営をとりまく環境を的確に把握するための取組を積極的に行ってい
る。

ｂ）事業経営をとりまく環境を的確に把握するための取組を行っているが、十分
ではない。

ｃ）事業経営をとりまく環境を把握するための取組を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）経営状況を分析して課題を発見するとともに、改善に向けた取組を行ってい
る。

ｂ）経営状況を分析して課題を発見する取組を行っているが、改善に向けた取組
を行っていない。

ｃ）経営状況を分析して課題を発見する取組を行っていない。

Ⅱ-１-(1)-③　外部監査が実施されている。 ※社会福祉法人のみ対象

【評価区分】 評価結果

ａ）外部監査を実施しており、その結果に基づいた経営改善を実施している。

ｂ）外部監査を実施しているが、その結果に基づいた経営改善が十分ではない。

ｃ）外部監査を実施していない。

a

a

a

a

a

Ⅰ-３-(２)-②　経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力を発揮している。

Ⅱ-１-(1)-②　経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取組を行っている。



Ⅱ-２　人材の確保・養成

Ⅱ-２-(1)　人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ-２-(1)-①　必要な人材に関する具体的なプランが確立している。

【評価区分】 評価結果

ａ）組織が目標とする福祉サービスの質を確保するための、必要な人材や人員体
制に関する具体的なプランが確立しており、それに基づいた人事管理が実施され
ている。

ｂ）組織が目標とする福祉サービスの質を確保するための、必要な人材や人員体
制に関する具体的なプランが確立しているが、それに基づいた人事管理が十分で
はない。

ｃ）組織が目標とする福祉サービスの質を確保するための、必要な人材や人員体
制に関する具体的なプランが確立していない。

Ⅱ-２-(1)-②　人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。

【評価区分】 評価結果

ａ）客観的な基準に基づき、定期的な人事考課を実施している。

ｂ）定期的な人事考課を実施しているが、客観的な基準に基づいて行われていな
い。

ｃ）定期的な人事考課を実施していない。

Ⅱ-２-(2)　職員の就業状況に配慮がなされている。

【評価区分】 評価結果

ａ）職員の就業状況や意向を定期的に把握し、必要があれば改善する仕組みが構
築されている。

ｂ）職員の就業状況や意向を定期的に把握する仕組みはあるが、改善する仕組み
の構築が十分ではない。

ｃ）職員の就業状況や意向を把握する仕組みがない。

Ⅱ-２-(2)-②　職員の福利厚生や健康の維持に積極的に取り組んでいる。

【評価区分】 評価結果

ａ）職員の福利厚生や健康を維持するための取組を実施している。

ｂ）職員の福利厚生や健康を維持するための取組を実施しているが、十分ではな
い。
ｃ）職員の福利厚生や健康を維持するための取組を実施していない。

Ⅱ-２-(3)　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ-２-(3)-①　職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。

【評価区分】 評価結果

ａ）組織として職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。

ｂ）組織として職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されているが、十分で
はない。

ｃ）組織として職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されていない。

a

b

a

Ⅱ-２-(2)-①　職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組みが構築されて
いる。

a

a



【評価区分】 評価結果

ａ）職員一人ひとりについて、基本姿勢に沿った教育・研修計画が策定され、計
画に基づいた具体的な取組が行われている。

ｂ）職員一人ひとりについて、基本姿勢に沿った教育・研修計画が策定されてい
るが、計画に基づいた具体的な取組が十分に行われていない。

ｃ）職員一人ひとりについて、基本姿勢に沿った教育・研修計画が策定されてい
ない。

【評価区分】 評価結果

ａ）研修成果の評価が定期的に行われるとともに、次の研修計画に反映されてい
る。

ｂ）研修成果の評価が定期的に行われているが、次の研修計画に反映されていな
い。

ｃ）研修成果の評価が定期的に行われていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）実習生の受入れと育成について基本的な姿勢を明確にした体制を整備し、効
果的なプログラムを用意する等、積極的な取り組みを実施している。

ｂ）実習生の受入れと育成について体制を整備してはいるが、効果的な育成プロ
グラムが用意されていない等、積極的な取り組みには至っていない。

ｃ）実習生の受入れと育成について体制を整備しておらず、実習生を受入れてい
ない。

【評価区分】 評価結果

ａ）事故、感染症の発生時などの緊急時に、利用者の安全確保のために、組織と
して体制を整備し機能している。

ｂ）事故、感染症の発生時などの緊急時に、利用者の安全確保のために、組織と
して体制を整備しているが、十分に機能していない。

ｃ）事故、感染症の発生時などの緊急時に、利用者の安全確保のために、組織と
して体制を整備していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）地震、津波、大雪などの災害に対して、利用者の安全確保のための取組を積
極的に行っている。

ｂ）地震、津波、大雪などの災害に対して、利用者の安全確保のための取組を
行っているが、十分ではない。

ｃ）地震、津波、大雪などの災害に対して、利用者の安全確保のための取組を
行っていない。

b

Ⅱ-３-(1)-②　災害時に対する利用者の安全確保のための取組を行っている。

Ⅱ-２-(４)　実習生の受入れが適切に行われている。

Ⅱ-２-(3)-②　個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計画に基づい
て具体的な取組が行われている。

Ⅱ-３　安全管理

Ⅱ-２-(3)-③　定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。

a

b

a

Ⅱ-２-(4)-①　実習生の受入れと育成について基本的な姿勢を明確にした体制を整備し、
積極的な取組をしている。

Ⅱ-３-(1)-①　緊急時（事故、感染症の発生時など）における利用者の安全確保のための
体制が整備されている。

Ⅱ-３-(１)　利用者の安全を確保するための取組が行われている。

a



【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の安全を脅かす事例を組織として収集し、要因分析と対応策の検討を
行い実行している。

ｂ）利用者の安全を脅かす事例を組織として収集しているが、要因分析と対応策
の検討が十分ではない。

ｃ）利用者の安全を脅かす事例を組織として収集していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者と地域との交流を広げるための地域への働きかけを積極的に行ってい
る。

ｂ）利用者と地域との交流を広げるための地域への働きかけを行っているが、十
分ではない。

ｃ）利用者と地域との交流を広げるための地域への働きかけを行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）事業所が有する機能を、地域に開放・提供する取組を積極的に行っている。

ｂ）事業所が有する機能を、地域に開放・提供する取組を行っているが、十分で
はない。

ｃ）事業所が有する機能を、地域に開放・提供する取組を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）ボランティア受入れに対する基本姿勢が明示されており、受入れについての
体制が整備されている。

ｂ）ボランティア受入れに対する基本姿勢は明示されているが、受入れについて
の体制が十分に整備されていない。

ｃ）ボランティア受入れに対する基本姿勢が明示されていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）事業所の役割や機能を達成するために必要となる、関係機関・団体の機能や
連絡方法を体系的に明示し、その情報が職員間で共有されている。

ｂ）事業所の役割や機能を達成するために必要となる、関係機関・団体の機能や
連絡方法を体系的に明示しているが、その情報が職員間で共有されていない。

ｃ）事業所の役割や機能を達成するために必要となる、関係機関・団体の機能や
連絡方法を体系的に明示していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）関係機関・団体と定期的な連携の機会を確保し、具体的な課題や事例の検討
を行っている。

ｂ）関係機関・団体と定期的な連携の機会を確保しているが、具体的な課題や事
例の検討は行っていない。

ｃ）関係機関・団体と定期的な連携の機会を確保していない。

Ⅱ-４-(１)　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ-４-(1)-①　利用者と地域とのかかわりを大切にしている。

Ⅱ-４-(1)-②　事業所が有する機能を地域に還元している。

Ⅱ-４-(1)-③　ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、体制を確立している。
※社会福祉法人のみ対象

b

Ⅱ-４　地域との交流と連携

Ⅱ-３-(1)-③　利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行している。

a

b

Ⅱ-４-(2)-①　必要な社会資源を明確にしている。

Ⅱ-４-(２)　関係機関との連携が確保されている。

a

Ⅱ-４-(2)-②　関係機関等との連携が適切に行われている。

b

b



【評価区分】 評価結果

ａ）地域の具体的な福祉ニーズを把握するための取組を積極的に行っている。

ｂ）地域の具体的な福祉ニーズを把握するための取組を行っているが、十分では
ない。

ｃ）地域の具体的な福祉ニーズを把握するための取組を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）把握した福祉ニーズに基づいた事業・活動の計画があり、実施されている。

ｂ）把握した福祉ニーズに基づいた事業・活動の計画があるが、実施されていな
い。

ｃ）把握した福祉ニーズに基づいた、事業・活動の計画がない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者を尊重したサービス提供についての基本姿勢が明示され、組織内で共
通の理解を持つための取組が行われている。

ｂ）利用者を尊重したサービス提供についての基本姿勢は明示されているが、組
織内で共通の理解を持つための取組は行っていない。

ｃ）利用者を尊重したサービス提供についての基本姿勢が明示されていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備し、職員に周
知するための取組を行っている。

ｂ）利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備しているが、
職員に周知する取組が十分ではない。

ｃ）利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者満足を把握する仕組みを整備し、利用者満足の結果を踏まえて、その
向上に向けた取組を行っている。

ｂ）利用者満足を把握する仕組みを整備し、利用者満足の結果を把握している
が、その向上に向けた取組が十分ではない。

ｃ）利用者満足を把握するための仕組みが整備されていない。

a

Ⅱ-４-(３)-②　地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。

Ⅲ-１-(1)-②　利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備している。

a

Ⅱ-４-(３)　地域の福祉向上のための取組を行っている。

b

b

Ⅲ-１-(2)-①　利用者満足の向上を意図した仕組みを整備し、取組を行っている。

Ⅲ-１-(２)　利用者満足の向上に努めている。

b

Ⅱ-４-(３)-①　地域の福祉ニーズを把握している。　※社会福祉法人のみ対象

Ⅲ-１-(1)-①　利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつための取り組み
を行っている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(１)　利用者を尊重する姿勢が明示されている。



【評価区分】 評価結果

ａ）利用者が相談したり意見を述べたい時に相談方法や相談相手を選択できる環
境が整備され、そのことを利用者に伝えるための取組が行われている。

ｂ）利用者が相談したり意見を述べたい時に相談方法や相談相手を選択できる環
境が整備されているが、そのことを利用者に伝えるための取組が十分ではない。

ｃ）利用者が相談したり意見を述べたい時に、相談方法や相談相手を選択できな
い。

【評価区分】 評価結果

ａ）苦情解決の仕組みが確立され利用者等に周知する取組が行われているととも
に、苦情解決の仕組みが機能している。

ｂ）苦情解決の仕組みが確立され利用者等に周知する取組が行われているが、十
分に機能していない。

ｃ）苦情解決の仕組みが確立していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者からの意見等に対する対応マニュアルを整備し、迅速に対応してい
る。

ｂ）利用者からの意見等に対する対応マニュアルを整備しているが、迅速に対応
していない。

ｃ）利用者からの意見等に対する対応マニュアルを整備していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）サービス内容について、自己評価、第三者評価等、定期的に評価を行う体制
が整備され機能している。

ｂ）サービス内容について、自己評価、第三者評価等、定期的に評価を行う体制
が整備されているが、十分に機能していない。

ｃ）サービス内容について、自己評価、第三者評価等、定期的に評価を行う体制
が整備されていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）評価結果を分析し、明確になった組織として取り組むべき課題について、改
善策や改善実施計画を立て実施している。

ｂ）評価結果を分析し、組織として取り組むべき課題を明確にしているが、改善
策や改善実施計画を立て実施するまでは至っていない。

ｃ）評価結果を分析し、組織として取り組むべき課題を明確にしていない。

b

a

a

a

Ⅲ-１-(3)-①　利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。

Ⅲ-１-(3)-②　苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。

Ⅲ-１-(3)-③　利用者からの意見等に対して迅速に対応している。

Ⅲ-２-(1)-①　サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備している。

Ⅲ-２-(1)-②　評価結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にし、改善策・改善
実施計画を立て実施している。

Ⅲ-２　サービスの質の確保

Ⅲ-２-(１)　質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

Ⅲ-１-(３)　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

a



【評価区分】 評価結果

ａ）提供するサービスについて、標準的な実施方法が文書化され、それに基づい
たサービスが実施されている。

ｂ）提供するサービスについて、標準的な実施方法が文書化されているが、それ
に基づいたサービスの実施が十分ではない。

ｃ）提供するサービスについて、標準的な実施方法が文書化されていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）標準的な実施方法について定期的に検証し、必要な見直しを組織的に実施で
きるよう仕組みを定め、仕組みに従って検証・見直しを行っている。

ｂ）標準的な実施方法について定期的に検証し、必要な見直しを組織的に実施で
きるよう仕組みを定めているが、検証・見直しが十分ではない。

ｃ）標準的な実施方法について、組織的な検証・見直しの仕組みを定めず、定期
的な検証をしていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者一人ひとりのサービス実施計画の実施状況が適切に記録されている。

ｂ）利用者一人ひとりのサービス実施計画の実施状況が記録されているが、十分
ではない。

ｃ）利用者一人ひとりのサービス実施計画の実施状況が記録されていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者に関する記録の管理について規程が定められ、適切に管理が行われて
いる。

ｂ）利用者に関する記録の管理について規程が定められ管理が行われているが、
十分ではない。

ｃ）利用者に関する記録の管理について規程が定められていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の状況等に関する情報を職員が共有するための具体的な取組が行われ
ている。

ｂ）利用者の状況等に関する情報を職員が共有するための具体的な取組が行われ
ているが、十分ではない。

ｃ）利用者の状況等に関する情報を職員が共有するための具体的な取組が行われ
ていない。

a

Ⅲ-２-(2)-②　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

Ⅲ-２-(2)-①　提供するサービスについて標準的な実施方法が文書化されサービスが提供
されている。

Ⅲ-２-(２)　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

a

Ⅲ-２-(３)　サービス実施の記録が適切に行われている。

a

Ⅲ-２-(3)-①　利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われている。

Ⅲ-２-(3)-②　利用者に関する記録の管理体制が確立している。

Ⅲ-２-(3)-③　利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。

b

b



【評価区分】 評価結果

ａ）利用希望者がサービスを選択するために必要な情報を積極的に提供してい
る。

ｂ）利用希望者がサービスを選択するために必要な情報を提供しているが、十分
ではない。

ｃ）利用希望者がサービスを選択するために必要な情報を提供していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）サービス開始の同意を得るにあたり、組織が定める様式に基づき利用者や家
族等にわかりやすく説明を行っている。

ｂ）サービス開始の同意を得るにあたり、組織が定める様式に基づき利用者や家
族等に説明を行っているが、十分ではない。

ｃ）サービス開始時の同意を得るにあたり、組織が定める様式に基づき利用者や
家族等に説明を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）サービスの内容や事業所の変更、地域・家庭への移行等にあたりサービスの
継続性に配慮している。

ｂ）サービスの内容や事業所の変更、地域・家庭への移行等にあたりサービスの
継続性に配慮しているが、十分ではない。

ｃ）サービスの内容や事業所の変更、地域・家庭への移行等にあたりサービスの
継続性に配慮していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の心身の状況や生活状況等を正確に把握しており、定められた手順に
従ってサービス実施上の解決すべき課題（ニーズ）を具体的に明示している。

ｂ）利用者の心身の状況や生活状況等を正確に把握しているが、定められた手順
に従ってサービス実施上の解決すべき課題（ニーズ）を十分には明示していな
い。

ｃ）利用者の心身の状況や生活状況等を正確に把握しておらず、定められた手順
に従ってサービス実施上の解決すべき課題（ニーズ）を明示していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者一人ひとりのサービス実施計画策定のための体制が確立しており、実
際に機能している。

ｂ）利用者一人ひとりのサービス実施計画策定のための体制が確立しているが、
十分に機能していない。

ｃ）利用者一人ひとりのサービス実施計画策定のための体制が確立していない。

a

a

b

Ⅲ-４-(1)-①　定められた手順に従ってアセスメントを行っている。

Ⅲ-４-(２)　利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

Ⅲ-３　サービスの開始・継続

Ⅲ-３-(１)　サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ-３-(1)-①　利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供している。

Ⅲ-３-(１)-②　サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得ている。

Ⅲ-３-(２)　サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ-３-(２)-①　事業所の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継続性に配慮した対
応を行っている。

Ⅲ-４-(2)-①　サービス実施計画を適切に策定している。

b

a

Ⅲ-４　サービス実施計画の策定

Ⅲ-４-(1)　利用者のアセスメントが行われている。



【評価区分】 評価結果

ａ）サービス実施計画について、実施状況の評価と実施計画の見直しに関する手
順を組織として定めて実施している。

ｂ）サービス実施計画について、実施状況の評価と実施計画の見直しに関する手
順を組織として定めて実施しているが、十分ではない。

ｃ）サービス実施計画について、実施状況の評価と実施計画の見直しに関する手
順を組織として定めて実施していない。

Ⅳ-1-①　利用者一人ひとりに応じた一日の過ごし方ができるよう工夫している。

【評価区分】 評価結果

ａ） 利用者一人ひとりに応じた一日の過ごし方ができるよう工夫している。

ｂ） 利用者一人ひとりに応じた一日の過ごし方ができるよう工夫しているが、
十分ではない。

Ｃ） 利用者一人ひとりに応じた一日の過ごし方ができるよう工夫していない。

Ⅳ-1-②　利用者一人ひとりに応じたコミュニケーションを行っている。

【評価区分】 評価結果

ａ） 利用者一人ひとりに応じたコミュニケーションを行っている。

ｂ） 利用者一人ひとりに応じたコミュニケーションを行っているが、十分では
ない。
Ｃ） 利用者一人ひとりに応じたコミュニケーションを行っていない。

【評価区分】 評価結果

a）入浴介助、清拭等を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

ｂ）入浴介助、清拭等を利用者の心身の状況に合わせて行っているが、十分では
ない。

ｃ）入浴介助、清拭等を利用者の心身の状況に合わせて行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）排せつ介助を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

ｂ）排せつ介助を利用者の心身の状況に合わせて行っているが、十分ではない。

ｃ）排せつ介助を利用者の心身の状況に合わせて行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）移乗、移動を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

ｂ）移乗、移動を利用者の心身の状況に合わせて行っているが、十分ではない。

ｃ）移乗、移動を利用者の心身の状況に合わせて行っていない。

b

a

Ⅳ-1　支援の基本

評価対象Ⅳ　特別養護老人ホーム固有のサービス内容

a

Ⅲ-４-(2)-②　定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。

Ⅳ-2　身体介護

Ⅳ-2-①　入浴介助、清拭等を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

Ⅳ-2-②　排せつ介助を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

Ⅳ-2-③　移乗、移動を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

a

a

a



【評価区分】 評価結果

ａ）褥瘡の発生予防を行っている。

ｂ）褥瘡の発生予防を行っているが、十分ではない。

ｃ）褥瘡の発生予防を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）食事をおいしく食べられるよう工夫している。

ｂ）食事をおいしく食べられるよう工夫しているが、十分ではない。

ｃ）食事をおいしく食べられる工夫をしていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）食事提供、食事介助を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

ｂ）食事提供、食事介助を利用者の心身の状況に合わせて行っているが、十分で
はない。

ｃ）食事提供、食事介助を利用者の心身の状況に合わせて行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の状況に応じた口腔ケアを行っている。

ｂ）利用者の状況に応じた口腔ケアを行っているが、十分ではない。

ｃ）利用者の状況に応じた口腔ケアを行っていない。

Ⅳ-4　終末期の対応

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者が終末期を迎えた場合の対応の手順を確立している。

ｂ）利用者が終末期を迎えた場合の対応の手順があるが、未整備の部分が残って
いる。

ｃ）利用者が終末期を迎えた場合の対応の手順がない。

Ⅳ-5　認知症ケア

【評価区分】 評価結果

ａ）認知症の状態に配慮したケアを行っている。

ｂ）認知症の状態に配慮したケアを行っているが、十分ではない。

ｃ）認知症の状態に配慮したケアを行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）認知症高齢者が安心・安全に生活できるよう、環境の整備を行っている。

ｂ）認知症高齢者が安心・安全に生活できるよう、環境の整備を行っているが、
十分ではない。

ｃ）認知症高齢者が安心・安全に生活できるよう、環境の整備を行っていない。

a

a

Ⅳ-3-③　利用者の状況に応じた口腔ケアを行っている。

a

Ⅳ-2-④　褥瘡の発生予防を行っている。

Ⅳ-3　食生活

Ⅳ-3-①　食事をおいしく食べられるよう工夫している。

a

Ⅳ-4-①　利用者が終末期を迎えた場合の対応の手順を確立している。

Ⅳ-5-①　認知症の状態に配慮したケアを行っている。

Ⅳ-3-②　食事の提供、食事介助を利用者の心身の状況に合わせて行っている。

a

Ⅳ-5-②　認知症高齢者が安心・安全に生活できるよう、環境の整備を行っている。

b

a



Ⅳ-6　機能訓練、介護予防

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の心身の状況に合わせ機能訓練や介護予防活動を行っている。

ｂ）利用者の心身の状況に合わせ機能訓練や介護予防活動を行っているが、十分
ではない。

ｃ）機能訓練や介護予防活動は行っていない。

Ⅳ-7　健康管理、衛生管理

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の体調変化時に、迅速に対応するための手順を確立している。

ｂ）利用者の体調変化時に、迅速に対応するための手順があるが、十分ではな
い。

ｃ）利用者の体調変化時に、迅速に対応するための手順を確立していない。

【評価区分】 評価結果

ａ）感染症や食中毒の発生予防を行っている。

ｂ）感染症や食中毒の発生予防を行っているが、十分ではない。

ｃ）感染症や食中毒の発生予防を行っていない。

Ⅳ-8　建物・設備

【評価区分】 評価結果

ａ）施設の建物・設備について、利用者の快適性に配慮している。

ｂ）施設の建物・設備について、利用者の快適性に配慮しているが、十分ではな
い。

ｃ）施設の建物・設備について、利用者の快適性に配慮を行っていない。

【評価区分】 評価結果

ａ）利用者の家族との連携を適切に行っている。

ｂ）利用者の家族との連携を行っているが、十分ではない。

ｃ）利用者の家族との連携を行っていない。

a

a

a

Ⅳ-9-①　利用者の家族との連携を適切に行っている。

Ⅳ-6-①　利用者の心身の状況に合わせ機能訓練や介護予防活動を行っている。

b

Ⅳ-8-①　施設の建物・設備について、利用者の快適性に配慮している。

Ⅳ-9　家族との連携

Ⅳ-7-①　利用者の体調変化時に、迅速に対応するための手順が確立している。

Ⅳ-7-②　感染症や食中毒の発生予防を行っている。

a


